
氏名 真田信治

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本方言研究会、社会言語科学会、語彙研究会

国内外の日本語変種に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・言語論演習Ⅰ
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・国語学概論Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・日本語の歴史Ⅰ（前期）
・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

台湾の東呉大学大学院博士後期課程の学生を対象に社会言語学の方法論について連続の講
義をした。

NPO日本話しことば協会理事、一般財団法人新村出記念財団監事、日本方言研究会世話人／
奈良大学・通信教育部主催の「ならまちナイトスクーリング」で講演、奈良大学保護者会（静岡市）
で講演

東北大学大学院文学研究科修士課程修了

文学博士（大阪大学）

日本語学、社会言語学、接触言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 日本語系クレオール語に関する海外でのフールドワークに従事した。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部長、大学院文学研究科長、奈良大学評議員

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・
・
・
・



単著

共著

単著

単著

単著

講演・
対談

招待講
演

③

④

国立民族学博物館

朝倉書店

⑤

④宜蘭クレオールの「衣・食・
住」語彙について

③宜蘭クレオールにおける
sound substitution について

pp.9-16

pp.1-9

（学会発表）

⑤

①「標準語・方言」

③

（事典項目執筆）

②「関西弁」「中央語」「徳川宗
賢」「方言の復権」「日本語の年
齢差」「社会言語学」「ゆれ」「場
面」「現代の言語生活」「現代の
日本語」「夢酔独言」

⑤

④

②日本語系クレオール語の形
成プロセス

公益財団法人 大阪ＹＷＣＡ

立命館アジア太平洋大学

pp.75-89

①台湾に生まれた日本語系ク
レオール語

②サハリン日本語における朝鮮
語の干渉－残留コリアンＦさん
の談話から－

②

③

④

⑤日本語系クレオール語の形
成プロセス

①新しい言語観・日本語観に向
けて

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

人間文化　20（人間文
化研究機構）

北海道方言研究会叢
書 第6巻

奈良大学紀要 43

2014年6月

2014年10月

2015年3月

2015年3月

pp.9-15

pp.144-151

『世界民族百科事典』

『日本語大事典』

2014年7月

2014年11月

日本語教師養成講座
45周年記念事業「日本
語教育セミナー」

社会言語科学会第34
回大会

2014年9月

2014年8月

語彙研究　12 （語彙研
究会）

社会言語科学 17-2
（社会言語科学会）

2015年3月


